
 

   今月のトピックス 

 

年末年始の旅客輸送等の動向について 

  

１．鉄 道 

  （１） ＪＲ （平成18年12月28日～平成19年1月4日） 

ＪＲ旅客６社の年末年始期間(12月28日～1月4日の８日間)の主要50区間輸送実績は、利 

用者が５日以降に分散したことなども影響して、前年をやや下回り８９６万９千人となったが、 

期間中大きな輸送障害等もなく順調に推移した。 

 

         ＪＲグループ主要区間における新幹線・特急・急行列車の輸送実績(上下計)    (単位：万人) 

 H18.12.28(木) 

～H19.1.4(木) 

H17.12.28(水) 

～H18.1.4(水) 

前年比 

(％) 

ＪＲ北海道 ( 4区間計) ３１．０ ３１．５ ９９ 

ＪＲ東日本 (18区間計) 

うち東北新幹線  (注1) 

上越新幹線 

長野新幹線 

秋田新幹線 

山形新幹線 

３５１．８ 

１５９．４ 

８２．９ 

２４．１ 

７．９ 

１０．９ 

３５１．８ 

１６０．１ 

８５．１ 

２４．３ 

８．４ 

１０．７ 

１００ 

１００ 

９７ 

９９ 

９５ 

１０２ 

ＪＲ東海   (10区間計) 

うち東海道新幹線 (注2) 

２５７．９ 

２３９．２ 

２５８．４ 

    (非公開) 

１００ 

１００ 

ＪＲ西日本 (11区間計) 

うち山陽新幹線 

１９３．９ 

１１７．０ 

１９６．１ 

  (非公開) 

９９ 

９９ 

ＪＲ四国   ( 3区間計)(注3) １１．３ １１．４ ９９ 

ＪＲ九州   ( 4区間計) 

うち九州新幹線 

５１．０ 

８．１ 

５１．３ 

８．４ 

９９ 

９７ 

合 計   (50区間計) ８９６．９ ９００．５ １００ 

※ 対前年同日比較 

※※ 輸送人員は各区間の断面輸送量 

         ※※※ 合計値、前年比は、端数処理、四捨五入の関係で合致しない場合がある 

(注1) 大宮～宇都宮・古川～北上・盛岡～八戸の合計値 

(注2) 小田原～静岡（のぞみ・ひかり）・新横浜～小田原（こだま）の合計値 

(注3) 瀬戸大橋線を除く 

(出典) ＪＲ各社発表資料より抜粋 

 



 

  （２） 大手民鉄 （平成18年12月31日～平成19年1月3日） 

大手民鉄１６社の年末年始期間(12月31日～1月3日の４日間)の定期外旅客輸送実績は、 

天候が比較的穏やかであったこともあり、前年に比べて１４９万７千人増の３，０１６万人と好 

調であった。 

地域別では、関東９社が１，８５９万３千人(対前年比５．８％増)、関西５社が８８１万８千人 

（同３．３％増）となった。 

 

大手民鉄の定期外旅客輸送実績                （単位：千人） 

 H18.12.31(日) 

～H19.1.3(水) 

H17.12.31(土) 

～H18.1.3(火) 

前年比 

（％） 

１６社 合 計            ３０，１６０ ２８，６６３ １０５．２ 

うち 関東９社    （注1） １８，５９３ １７，５７５ １０５．８  

うち 関西５社    （注2） ８，８１８ ８，５３４ １０３．３ 

          ※ 対前年同日比較 

          (注1)  東武、西武、京成、京王、小田急、東急、京急、東京メトロ、相鉄 

(注2)  近鉄、南海、京阪、阪急、阪神 

 (出典) (社)日本民営鉄道協会発表資料より抜粋 

 

 

２．国内航空 （平成18年12月28日～平成19年1月8日） 

      国内航空の年末年始期間(12月28日～1月8日の12日間)の輸送実績は、前年に比べて１１万 

７，８００人増の３３３万７，４００人と堅調に推移した。スカイマーク及び北海道国際航空は、路線再 

編や供給増により輸送実績を伸ばした。スカイネットアジア航空は、他社とのコードシェアに伴い旅 

客数が減少したが利用率は向上した。 

方面別では、日本航空の中国・四国方面が前年比１０．４％増加したほか、全日空の沖縄方面が前年 

比１２％増と高い伸び率となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国内航空の輸送実績(上下線計)                     (単位：千人) 

 H18.12.28(木) 

～H19.1.8(月) 

H17.12.28(水) 

～H18.1.8(日) 

前年比 

（％） 

日本航空             (注1) １，５３８．８ １，５２５．２ １００．９ 

全日本空輸 １，５５３．５ １，５０９．４ １０２．９ 

スカイマーク １１７．９ ８５．３ １３８．３ 

北海道国際航空 ５８．９ ５５．６ １０５．９ 

スカイネットアジア航空 ４１．９ ４４．１ (注2) ９５．０ 

スターフライヤー      ２６．４ ― ― 

合    計 ３，３３７．４ ３，２１９．６ １０３．７ 

          ※ 対前年同日比較     

(注1) 日本航空、ジェイ・エア、ジャルエクスプレス、日本トランスオーシャン航空、琉球エアーコミューター、  

日本エアコミューター、北海道エアシステムの合計値 

(注2) 他社とのコードシェアに伴う減 

 (出典) 航空各社発表資料より抜粋 

(参考) 日本航空(ジャルエクスプレスを含む)方面別輸送実績(上下線計) 

 北海道 東北・北陸 関 西 中国・四国 九 州 沖 縄 

旅客数(千人) ３５０．５ １３６．９ １４４．４ １５５．５ ３８２．４ ２０２．７ 

前年比(％) ９６．３ ９７．８ ９６．３ １１０．４ １０１．４ １０３．４ 

(参考) 全日本空輸方面別輸送実績(上下線計) 

 北海道 東北・北陸 関 西 中国・四国 九 州 沖 縄 

旅客数(千人) ３００．６ １４９．０ １４４．０ ２４２．６ ４６０．８ ２３９．９ 

前年比(％) ９６．７ １０７．７ １０２．９ １００．３ １０３．０ １１２．０ 

   

 

３．国際航空 （平成18年12月28日～平成19年1月8日） 

     国際航空の年末年始期間(12月28日～1月8日の12日間)の輸送実績は、景気の回復や旅行需要 

の高まりなどを背景に、前年比２．８％増の６８万４，２００人となった。日本アジア航空、全日空及びエ 

アーニッポンは新規路線や供給増などにより前年を大幅に上回った。日本航空は、供給減に伴い旅客数 

が減少したが利用率は向上した。 

方面別では、日本航空は、中国、東南アジア、韓国方面が好調で、特に中国方面が前年比１３０．９％と 

大幅に増加した。全日空は、リゾート線を除く各方面が好調で、特に、中国及び北米方面が２０％を超える 

高い伸び率となった。 

なお、主要国際空港の年末年始期間(12月28日～1月8日の12日間)の出入（帰）国者数は、成田国

際空港が９７万８，４００人（前年比５．５％増）、中部国際空港が１８万１，１００人（同４．６％増）、関西国際

空港が３９万９，９００人（同３．４％増）と各空港とも前年を上回り、合計で前年に比べて７万２，０００人増

の１５５万９，４００人となった。 



 

                     国際航空の輸送実績(日本発着ベース)                (単位：千人) 

 H18.12.28(木) 

～H19.1.8(月) 

H17.12.28(水) 

～H18.1.8(日) 

前年比 

（％） 

日本航空              (注1) ４７４．６ ４７９．０ ９９．１ 

日本アジア航空 ４４．７ ３９．７ １１２．４ 

全日本空輸            (注2) １５３．８ １３９．３ １１０．４ 

エアーニッポン １１．１ ７．３ １５２．１ 

合    計 ６８４．２ ６６５．３ １０２．８ 

          ※ 対前年同日比較     

(注1)  ジャルウェイズを含む 

(注2)  エアージャパンを含む 

(出典) 航空各社発表資料より抜粋 

 

         （参考） 日本航空（ジャルウェイズを含む）の方面別輸送実績(日本発着ベース)  

 ハワイ 米大陸 欧 州 アジア オセアニア グアム 韓 国 中 国 

旅客数(千人) ７１．０ ４０．０ ４３．２ １３１．７ ２８．７ ２３．４ ６７．７ ６８．８ 

前年比(％) ９２．４ ７３．２ ９０．４ １０５．６ ９７．４ ８５．４ １０３．３ １３０．９ 

（参考） 全日本空輸（エアージャパンを含む）の方面別輸送実績(日本発着ベース)      

 北 米 欧 州 中 国 アジア リゾート※

旅客数(千人) ２３．３ １７．８ ４８．２ ５２．５ １１．９ 

前年比(％) １２１．２ １０２．５ １２８．９ １０６．１ ７５．６ 

          ※ ハワイ、グアム 

 

（参考） 主要国際空港の出入(帰)国者数(速報値)                                 (単位：千人) 

 H18.12.28(木) 

～H19.1.8(月) 

H17.12.28(水) 

～H18.1.8(日) 

前年比 

（％） 

成田国際空港  ９７８．４  ９２７．６  １０５．５ 

中部国際空港  １８１．１  １７３．２  １０４．６ 

関西国際空港 ３９９．９  ３８６．６  １０３．４ 

合  計 １，５５９．４ １，４８７．４ １０４．８ 

※ 合計値、前年比は、端数処理、四捨五入の関係で合致しない場合がある 

※※ 平成18年度は速報値、平成17年度は実績値 

(出典) 成田国際空港㈱、名古屋入国管理局中部空港支局、大阪入国管理局関西空港支局発表資料 

より作成 

 

 



 

  ４． 国内・海外旅行 (平成18年12月27日～平成19年1月3日) 

        主要旅行業者５社の年末年始時期(12月27日～1月3日の８日間）の募集型企画旅行の取扱旅行

者数は、景気の回復や海外情勢の安定化などを背景に、海外旅行が前年に比べて１万４，４００人

増の１３万８，４００人と好調であった。国内旅行は１万９千人減の９０万人となった。 

 

主要旅行業者の募集型企画旅行取扱旅行者数                      (単位：千人) 

 H18.12.27(水) 

～H19.1.3(水) 

H17.12.27(火) 

～H18.1.3(火) 

前年比 

（％） 

国 内 旅 行  (注1） ９００．０ ９１９．０ ９７．９ 

海 外 旅 行  (注2） １３８．４ １２４．０ １１１．６ 

          ※ 対前年同日比較 

         （注1） ジェイティービー(グループ１３社)、近畿日本ツーリスト、日本旅行、阪急交通社、ＡＮＡセールス 

（注2） ＪＴＢワールドバケーションズ、近畿日本ツーリスト、日本旅行、阪急交通社、エイチ・アイ・エス 

(出典) 国土交通省資料 

 

 

  ５．高速道路 (平成18年12月27日～平成19年1月4日) 

       全国の主な高速道路の年末年始時期(12月27日～1月4日の９日間）の利用状況は、日平均で、東

日本高速道路株式会社が、前年に比べて１万８，４２３台増の１１８万５，８１９台、中日本高速道路株式

会社が、前年に比べて３万５９４台増の１１１万８，５０２台、西日本高速道路株式会社が、前年に比べて

３,５９７台減の１４５万１，６５８台となり、全体では、前年に比べて４万５,４２０台増加して３７５万５，９７９

台となった。 

                   東日本高速道路㈱高速道路利用台数（日平均）                    （単位：台） 

 H18.12.27(水) 

～H19.1.4(木) 

H17.12.27(火) 

～H18.1.4(水) 

前年比 

(％) 

高速道路計 １，１８５，８１９ １，１６７，３９６ １０１．６ 

道央自動車道 ６９，４３４ ６７，１７１ １０３．４ 

東北自動車道 ２３７，８９２ ２３５，２９４ １０１．１ 

常磐自動車道 １５９，２９６ １５６，３８５ １０１．８ 

東関東自動車道 １４８，４３９ １４８，６５４ ９９．９ 

東京外環自動車道 １３４，２０５ １３１，７８７ １０１．８ 

関越自動車道 １６９，９４３ １６７，８４１ １０１．３ 

 

主

な

道

路 

北陸自動車道     (注) ４０，０９１ ３８，８４１ １０３．２ 

※ 対前年同日比較 

（注） 朝日IC～新潟中央JCT間の利用台数 

（出典）東日本高速道路㈱発表資料より抜粋     



  

                中日本高速道路㈱高速道路利用台数（日平均）                    （単位：台） 

 H18.12.27(水) 

～H19.1.4(木) 

H17.12.27(火) 

～H18.1.4(水) 

前年比 

(％) 

高速道路計 １，１１８，５０２ １，０８７，９０８ １０２．８ 

東名高速道路 ３９４，６３２ ３８６，５４９ １０２．１ 

名神高速道路 ６３，３２７ ６０，９１０ １０４．０ 

中央自動車道 ２１２，２８８ ２０４，２１５ １０４．０ 

東名阪自動車道 １９７，４４６ １９８，９５９ ９９．２ 

主

な

道

路 

北陸自動車道 ８３，３７３ ７９，０６３ １０５．５ 

※ 対前年同日比較 

  （出典）中日本高速道路㈱発表資料より抜粋    

 

                 西日本高速道路㈱高速道路利用台数（日平均）                     （単位：台） 

 H18.12.27(水) 

～H19.1.4(木) 

H17.12.27(火) 

～H18.1.4(水) 

前年比 

(％) 

高速道路計 １，４５１，６５８ １，４５５，２５５ ９９．８ 

名神高速道路 １７１，７８５ １７３，５０３ ９９．０ 

西名阪自動車道 １７０，７３２ １７１，７９４ ９９．４ 

近畿自動車道 １２６，６９１ １２７，８２７ ９９．１ 

中国自動車道 １２７，２２９ １２７，７０３ ９９．６ 

山陽自動車道 １５９，０１７ １５８，９２９ １００．１ 

高松自動車道 ３３，６９０ ３２，６７５ １０３．１ 

松山自動車道 ４３，６１３ ４３，２１９ １００．９ 

九州自動車道 ２１６，１５４ ２１３，２６７ １０１．４ 

長崎自動車道 ５３，９３１ ５３，８２８ １００．２ 

 

 

主

な

道

路 

阪和自動車道 １２０，８３２  １３１，１３３ (注)   ９２．１ 

※ 対前年同日比較 

(注) 料金徴収体系の変更に伴う減  

（出典）西日本高速道路㈱発表資料より抜粋   


